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○請願を採択して議会全体として押し上げ
　ていくべきだと感じました。
○令和 5 年度に制度化できるよう議会が後
　押しすべきではないかと思います。
○みんなで力を合わせて議会としての役割
　を果たすべきだと考えます。
○地域コミュニティーに係る問題であり、
　市長が目指す「地域を創る」にも付随し
　ます。ぜひ推し進めてほしいと思います。

●この請願書は地域猫活動団体から出され
　たもので、飼い主のいない猫の不妊・去
　勢手術費に対する支援補助金の創設を求
　めるものです。
●本市には補助金制度がないため、有志の
　市民や団体が自費で行っています。
●請願者から「不幸な子猫が生まれないた
　めにも、飼い主のいない猫の不妊・去勢
　手術を推進していくことが求められる。
　問題を先延ばしすることなく、議会から
　も後押ししてほしい」旨の願意が述べら
　れました。

猫に迷惑している人と猫を助けたい人との双方から話を聞き、地域住民、ボランティア、
行政が協力して問題解決を図る活動です。

野良猫の増加を抑制し、地域の生活環境を改善するため、飼い主のいない猫の不妊手術を
して 1 代限りの命を見守る活動（TNR）に取り組んでいます。

市民の要望の市民の要望の実現実現に向けて！に向けて！

地域猫活動の支援を後押し 委員の意見

飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費に対する補助金の創設を求める請願書

 地域猫活動とは ?   

全員賛成

捕獲して 不妊手術をし 元の場所に戻す
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⬇

紹介議員 市議会 市（市長）

⬇

委員会 本会議

審
査

採
択

●この請願書は市民の安心と安全を守る会
　から提出されたものです。山陽小野田市
　鳥獣被害防止計画書を変更して、国の交
　付金を十分活用し、市が総合的に鳥獣被
　害防止対策にしっかり取り組むことで、
　野生鳥獣の被害から市民の安全を守るこ
　とを求めるもので、5 つの請願項目から
　なっています。

○請願書の 1 から 5 の項目について全て妥当
　と思うので、請願は採択すべきです。
○請願書が一般の方から出され、深刻な鳥
　獣被害が出ているということを思えば、
　採択すべきです。
○市鳥獣被害防止計画が改定されるという
　答弁があり、良い方向に歯車が回ると期待
　できるため、採択すべきです。

  Q 野生鳥獣を目撃したとき、連絡をしたらすぐに対応できる組織体制が構築されていますか。
 A 休日や夜間における緊急時には、警備員を通して農林水産課の職員に連絡が入ります。危険
　　な場合は警察に連絡していただくことになっており、警察から農林水産課にも連絡が入るの
　　で、連携しながら対応しています。
  Q 市民への周知が不十分ではないですか。
 A 令和 5 年度からの鳥獣被害防止計画では、市街地にイノシシが出た場合の対処のマニュアル
　　等を充実させ、被害防止ができる内容で作成していきます。また、市民への周知、関係者へ
　　の取組みの強化を考えていきます。
  Q 国の交付金メニューを実行すべきではないですか。
 A 請願内容については、関係者の意向を聞きながら、有害鳥獣対策協議会に諮っていきます。

請願とは「こうしてほしい」という希望や意見を文書にして、議員を通して市議会に提出するこ
とです。提出された請願は関係する委員会で審査し、本会議で採決します。審議結果は請願者に
通知します。採択したものは市長に送付し、願意の実現に努力するよう求めます。

請
せいがん

願とは？

〜 2 件の請願を議員全員で採択〜

鳥獣被害対策の再構築を 委員の意見

市民の安心と安全を守る為、鳥獣被害防止総合対策を求める請願書

 産業建設常任員会で審査！

全員賛成

提出 送付
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　山陽小野田市防災気象情報▶︎

　登録がまだの方はぜひご利用ください！

◉防災気象情報システム導入事業
概要　近年の大雨による河川の氾濫は甚大な
　被害をもたらすことから、市民の生命と財
　産を守るため、河川監視カメラ、雨量計、
　量水板を設置し、これらの情報と天気予報、
　県が設置している簡易水位計の情報が一元
　的に確認できる新たな防災気象情報システ
　ムを市が導入しました。
　　導入費用は、防災監視カメラ等設置委託
　料 2068 万円で、国の有利な財源を利用して
　います。監視カメラの設置場所は、厚狭川、
　有帆川、大正川、桜川、前場川、糸根川の
　６河川で、河川の様子を 10 分ごとに確認で
　きます。
　　さらに、河川水位については、画像と断
　面図で確認することができるようになり、
　より具体的に６河川の様子を把握すること
　が可能になりました。

　決算額　2068 万円

主な質疑
 Q 防災気象情報システムを導入して効果は

ありましたか。
 A リモートで河川の状況を確認することが

でき、危険な状況の中で職員を派遣する
　　必要がなくなるとともに、災害時の避難
　　情報の発令判断を早めることができるよ
　　うになりました。また、インターネット
　　を通じて収集した情報を市民がリアルタ
　　イムに取得できるようになったことで、
　　自助・共助・互助による早めの避難行動
　　を促すことが可能となりました。
 Q 防災気象情報システムの今後の方向性

はどうですか。
 A 線状降水帯などに対応するため、防災気

象情報システムの補強を検討していきま
　　す。

◉駅舎バリアフリー化整備事業
概要　バリアフリー法の整備目標（1 日の利
　用者数 3000 人以上の鉄道駅）を踏まえ、
　JR 厚狭駅にエレベーター等を設置するバリ
　アフリー化工事を行います。JR 厚狭駅のエ
　レベーターや内

ないほうせん

方線付き点状ブロック等の
　設置工事に係る費用を、事業主体である JR
　西日本に補助金として交付します。負担割
　合は国、地方自治体、JR 西日本がそれぞれ
　3 分の１ずつです。

　決算額　3959 万 2 千円

主な質疑
 Q  補助金の支払いは、１回分と２回分それ
　　ぞれ支払いましたか。
 A  それぞれ支払っています。

災害に強いまちづくり

JR厚狭駅バリアフリー化へ

総 
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設
河
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◉空家等の適正管理の補助事業
概要　老朽危険空家等除去促進事業補助金と
　空家利活用改修補助金の 2 つを行うもので
　す。
　　老朽危険空家等除去促進事業補助金は、
　倒壊や建築材の落下の恐れのある老朽危険
　空家等の除却（解体）を促進するために、
　除却（解体）費用の一部を補助します。　
　　補助金額は、除却（解体）費用の 3 分の
　1 で上限は 50 万円です。
　　相談件数は 57 件あり、申請件数は 9 件、
　交付件数は 6 件でした。
　　空家利活用改修補助金は、空き家バンク
　登録物件に対する改修費用の一部を補助す
　る制度で、申請件数及び交付件数は 1 件で、
　交付額は 100 万円でした。
　決算額　350 万円

主な質疑
 Q 老朽危険空家等除去促進事業補助金の申請

に対して予算が不足していますが、なぜ
　増額補正等を行わなかったのですか。

 A 社会資本整備総合交付金を活用していま
すが、これは前年度に要望する必要があ

　　りますので、年度途中での増額はできま
　　せんでした。
 Q 空き家バンクの登録物件数は、何件です

か。また、どのように空家利活用改修補
　助金を周知していますか。

 A 現在公開中の物件は 12 件で、公開準備
中の物件は 1 件です。広報、ホームペー

　　ジ、パンフレット等で周知しています。

概要　令和 3 年度の基本使用（契約）水量は、
　850 万 4500㎥で前年度より 14 万 6000㎥減
　となっています。実績水量は、687 万 2693
　㎥で、前年度より 71 万 8441㎥減となって
　います。
　　収益的収入は総額 2 億 5955 万 7048 円、
　収益的支出は総額 1 億 8016 万 4155 円で、
　当年度純利益は 7939 万 2893 円です。
　　資本的収支は、資本的支出における建設
　改良事業及び企業債償還金の総額が 3034 万
　597 円となったため、生じた不足分は損益
　勘定留保資金等のほか、減債積立金を 2396
　万 8168 円取り崩して補塡しました。

主な質疑
  Q 西部石油の今後の状況はどうですか。
 A 精製機能が停止すれば、日量 4800㎥、年間

　175 万 2000㎥の契約水量が無くなり、年
　間収益が約 5443 万円減るので、今後、工
　業用水道事業の経営が非常に厳しくなり
　ます。

  Q 田辺三菱製薬工場の基本使用水量の減量
　に伴う給水収益の減収の最たる原因はな
　んですか。

 A いろいろな企業改革の中で、工業用水に
　ついては施設の統廃合により減量に至っ
　たと思われます。

補助件数は前年度より増加

民 

生 

福 

祉
・
産 

業 

建 

設

⬇ ⬇
解体 改修

令和 3年度山陽小野田市工業用水道事業決算
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　９月議会報告動画▶︎

　議会報告会について詳しくは
　市議会ホームページをご覧ください▶︎

　９月２９日、９月３０日の２日間、計３回
に分散し、市議会モニターとの意見交換会を
開催しました。
　本会議の傍聴や委員会中継を視聴して感じ
たこと、議会報告動画や議会だよりを見て感
じたことなどについて意見交換を行いました。

　９月議会報告動画をユーチューブで配信し
ていますので、ぜひご覧ください。QR コー
ドを読み取ることで、ユーチューブの市議会
チャンネルに移動できます。また、市議会ホー
ムページの「議会報告会」からもご覧いただ
けます。

　頂いた意見は議会で共有し、
今後の議会運営の参考にさせて
いただきます。

・議会もユニバーサルデザイン化を進めて
ほしい。

・選挙で掲げた公約を実現するように、一
般質問等で活動してほしい。

・傍聴を含めて若い人の参加が少ない。
・議会だより、議会報告動画は若者には分

かりにくい。

　市議会モニターからは、

　などの意見を頂きました。

 市議会モニターとの

　意見交換会を開催しました！

議会報告動画を配信しています！

9 月議会報告動画
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一
般
質
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子育て政策先進地の明石市は「5
つの無料化」を掲げていますが、

本市の子ども医療費助成制度はどう
なっていますか。

Q

国土交通省の有識者検討会は利用
者が少ない赤字路線区間に関し、

運行見直しの協議に入ることを提言し
ました。本市の美祢線・小野田線は 3
年以内にその結論が求められています
が、本市の取組みはどうですか。

Q

現在でも所得制限付きですが、中
学生以下は自己負担分を全額助成

しています。子育て支援策の中では限
られた財源を最大限有効活用できる事
業と考えているので、更なる拡充につ
いて検討していきたいと考えています。

Aこの提言を受け、現在、新たな制度や沿線
自治体への支援に係る国の検討が本格化し

ています。本市では美祢線・小野田線の沿線 4
市での県知事要望に引き継ぎ、県市長会や県央
連携都市圏域推進協議会という強固な連携体
制を活用し、県に地域公共交通の持続的発展に
向けた強力な取組み、国の財政支援措置の拡充
に向けた働き掛けを要望しました。

A

理科大の奨学金状況

美祢線・小野田線が持つ多面的な機能の維
持は今後の市政運営の基本に触れるもので

す。まちづくりの根幹事業として早急に最良な
対応をすべきではないですか。

Q

沿線各市と連携し必要な対策を検討し、ま
ちづくりの観点も含め、あらゆる手段を排

除することなく粘り強く模索します。

A

他の子育て支援策、例えば山口東京理科大
学の奨学金について、所得制限撤廃の達成

状況はどうですか。

Q

地域の特性を生かした利用促進を！

理科大の奨学金は、各学科各学年 1 人の成
績優秀者と、共英製鋼（株）給付奨学金（計

2 名の実績）があり所得制限はありません。（独）
日本学生支援機構の所得制限付き奨学金は計
710 名が利用しています。

A

市長の英断で、子育て予算を大幅に拡充す
るつもりはないですか。

Q
結論的には財政支援策と利用者増加策しか
ないです。駅名変更を含め、眠っている地

域の特性を生かした取組みをどう考えますか。

Q

国の財政措置を見定め、駅名変更も考慮し、
利用促進に種々の手法を講じていきます。

A

選択と集中の問題ですが、令和元年度の当
初予算は 52 事業、3 億 4500 万円でしたが、

令和 4 年度の当初予算は 63 事業、6 億 8400 万
円で事業数、予算額とも拡充しています。

A

議
会
中
継
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク

【今回の一般質問】
・「５つの無料化」チェック
・他の所得制限撤廃達成状況
・子育て予算の大幅拡充

子育て支援策での
所得制限の撤廃

白白し
ら
い
け
ん
い
ち
ろ
う

し
ら
い
け
ん
い
ち
ろ
う

井
健
一
郎

井
健
一
郎
議
員
議
員

子
ど
も
医
療
費

皆で守ろう JR
美祢線・小野田線

笹笹さ
さ
き
よ
し
ゆ
き

さ
さ
き
よ
し
ゆ
き

木
慶
之

木
慶
之
議
員
議
員 【今回の一般質問】

・健全で持続可能な行財政運営
・JR 美祢線・小野田線の確保

守
ろ
う

10 

名 

の 

議 

員 

が 

質 

問 

し 

ま 

し 

た

みんなで乗ろうよ‼美祢線・小野田線

市民病院の小児科待合
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一
般
質
問

「地域の生活や暮らしを守るため、
地域で暮らす人々が中心となって

形成し、地域内のさまざまな関係主体
が参加する協議組織が定めた地域経営
の指針に基づき、地域課題の問題解決
に向けた取組みを持続的に実践する組
織」を地域運営組織といい、国も進め
ていますが、各地区の組織化の実績と
課題はどうなっていますか。

Q

市営住宅の入居者の高齢化が進む
中、エレベーターの無い高層住宅

に住む高齢者から 1 階に住み替えたい
という要望があります。現在、1 階の
空き家戸数と 1 階への住替え希望者の
状況はどうですか。

Q

まだ具体的に組織化が進んでいる地区はあ
りません。地域ごとの行政情報を記した地

域カルテに加え、行政が行っていた地域課題の
解決や活動費等の調査、調整が済み次第、地域
と話合いを進めていきたいと考えています。

A

1 階の空き家戸数は 48 部屋で、1
階への住替え希望者は 1 名です。

A

人と財政の援助で地域が独立

診断書が必要とは？

各地域が独自に調査するためには費用が必
要ですが、そのための調査・活動費用等を

地域に交付していますか。

Q

4 階に住む 87 歳のお年寄りの方が昨年暮
れに階段でつまずき、3 カ月間通院してい

ます。4 階まで上がるのは大変なので、1 階に
住み替えたいとの希望を建築住宅課に届け出る
と、診断書が必要と言われたとのことです。状
況を見て判断をすることが大事ではないです
か。

Q

一部の先進的な地区は、自分たちの負担で
他市の視察などを行い、組織形成に向けた

準備を進めています。今後は、財政的な支援も
検討していきたいと考えています。

A

公平性を担保するために、判断基準の一つ
として診断書の提示をお願いしています。

A

希望者が 1 人であり、87 歳のお年寄りの
方に診断書を持って来いと言わずに、例え

ば、80 歳以上の方は希望があれば住み替えで
きると定めるなどして、なんとかして希望が叶
えられるようにすべきではないですか。

Q

組織形成のキーマンやニューリーダーの育
成・指導はどうなっていますか。

Q

地域の各団体と連携して人材育成に取り組
むとともに、PTA や子ども会等の OB、専

門的なスキルや特技のある人など多様な主体が
参加できるような組織づくりを広げていくこと
で新たな人材の獲得に努めていきたいです。

A

現在のところ年齢で判断していません。A

【今回の一般質問】
・公共交通の利便性と利用促進
・防災と危機管理
・地域運営組織

地域のことは
地域の力で推進

運
営
は
地
域

藤田市長は市民に
寄りそった市政を

【今回の一般質問】
・国葬・県民葬への市長の方針
・旧統一教会への対応
・朽ちた市営住宅の対策
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み
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い

高齢者が苦労する高層住宅
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一
般
質
問

高千帆・小野田児童クラブは、令
和 4 年度から増改築を実施し、令

和 5 年度から運用となりますが、残っ
た市内児童クラブで 一番狭い施設はど
こですか。

Q

企業誘致については地域振興策と
しての役割を終えたとの意見もあ

りますが、本市は企業誘致を従来どお
り積極的に進める考えがありますか。

Q

企業誘致は市内での新たな雇用創
出や地元経済への波及効果などが

期待できる重要な政策と考えており、
山口県とも連携し引き続き積極的に推
進していきます。

A

小野田・楠企業団地の分譲用地は
完売間近となっていますが、現状

はどのようになっていますか。

Q
山陽地区では、Wi-Fi 未整備により
業務に支障が生じるなど、備品の

老朽化・不足の実態がありますが、状
況を把握されていますか。また、今後
の備品対応はどうしますか。 

Q

山口県所有の土地を除いた区画の分譲率は
87.5％、残りは 2 区画で 1.8ha となってい

ます。今年 4 月からは山口県が所有する防災用
地を売却用地として本市地域の 3 区画 3.3ha も
企業に売り出すことになりました。

A

全て詳細に実態を把握していませんが、今
後調査し、改善すべき点は改善していきま

す。

A

新たな発想で待機児童解消へ
効果的な企業誘致政策を選択

市内全児童クラブで、6 年生までの受入れ
が基本ですが、厚狭地区児童クラブは、令

和 6 年度まで、3 年生以下の待機児童を 30 人
近く見込んでおり、この先も解消されません。
人口密集地区において、空き家や公共的な施設
を借り上げて運営する計画を示し、来年度から
実施すべきではないですか。

Q

国内外の優良な企業の誘致には、受入れ準
備が必要と思います。新たな企業団地の設

置にも期間や費用を要しますが、今後の企業誘
致政策をどのように考えていますか。

Q

厚狭小学校には空き教室がなく、近くの店
舗、空き家を検討してきましたが、良い施

設がありませんでした。公共的な施設を含め、
頂いた意見、提案を参考に検討していきます。

A

新たな企業団地の設置も選択肢の 1 つです
が、場所の検討や造成費用など課題は多い

です。他の企業誘致政策として未利用地の発掘、
サテライトオフィスの誘致などがあり、県とさ
らに連携を強化し情報収集を行い、本市にとっ
て一番効果的な企業誘致を進めていきます。

A

厚狭第一児童クラブです。改修す
るめどが立っておらず、一番心配

している児童クラブです。 

A

【今回の一般質問】
・支援員確保等の問題はないか
・委託の変更で支障はないか
・保育園水害対策の見直しを

放課後児童クラブ
の環境整備を図れ
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員 【今回の一般質問】

・厚陽地区の将来展望
・新たな企業団地の設置

誘
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は
不
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分譲完売間近の小野田・楠企業団地

狭い児童クラブの教室
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一
般
質
問

現在、小中学校のプールの施設状
況はどうですか。

Q

日頃から市民により多くガラス文
化を発信するため、公共施設にお

けるガラスの取組みの評価と今後の予
定はどうですか。

Q

小学校 11 校、中学校 6 校にプール
があり、ほとんどが昭和 30 年から

40 年代までに建設され、老朽化が進ん
でいる状況です。

A公共施設においては、新設の際に
その施設の目的等を参考に、ガラ

スアートを取り入れた整備の可否を検
討しているところです。広く市民の目
に触れる機会の多い市民病院、斎場、
ねたろう保育園の建設の際にはガラス
アートを取り入れた整備を行っていま
す。今後もガラスアートのまちとして
の認知度向上を目指し、引き続き取組
みを推進していきます。

A

子供たちの笑顔が見たい！

老朽化が進むプールの維持管理は、
どのように行われていますか。

Q

毎年 4 月に各学校に営繕要望書の提出を依
頼し、提出された要望については、教育委

員会が各学校を回り確認の上、緊急度に応じて
対応するようにしています。また、学校から不
具合の連絡があれば現場確認の上、随時対応し
ています。保護者からの要望があれば、現地を
確認した上で理解が得られるように直接説明に
努めます。プールを含めた学校施設の修繕等は、
限られた予算の中で全て対応できている訳では
ありませんが、児童生徒が安全に学習を行える
ような施設管理に努めます。

A

ねたろう保育園のように、ガラス造形作家
を活用して子どもたちを巻き込んでいくこ

とは、大変重要です。そこで、日の出保育園で
取り組む予定はありますか。

Q

計画的な維持更新が課題

ねたろう保育園では、ガラス作家から指
導を受けながら子どもたちがパーツを製

作し、とても楽しそうに体験していました。
出来上がったガラス絵画を見て、自分の書い
たパーツを笑顔で探す姿も見られ、大変思い
出に残る体験になったと思います。日の出保
育園の新築についても、子どもたちがガラス
文化に親しめる取組みについて協議していき
たいと考えています。

A

プールの維持更新ついて、今後どのように
検討しますか。

Q

改修には今後、多額の費用が掛かると想定
されます。児童生徒が安心して安全に利用

できることを第一に考え、これまでどおりプー
ルを維持していくのか、学校とも協議しながら
方向性を検討します。

A

【今回の一般質問】
・小中学校プールの維持管理
・児童公園維持の現状と課題

将来の維持、更新、
運営計画策定を
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【今回の一般質問】
・ガラス文化の推進
・動物愛護
・防災　など

ねたろう保育園のガラス絵画

市
独
自
の
ガ
ラ
ス

元気いっぱいでプール授業を楽しむ児童

市民にもっと
ガラス文化を発信
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一
般
質
問

新型コロナウイルスワクチンの接
種率はどうですか。

Q

藤田市長の市政への取組み姿勢は職
員に行き渡っていますか。窓口職員

にまで市長の政治姿勢が及んでいないの
ではないかと感じられます。職員は慣例
に従い、例えば滞納している公共料金差
押えの際に禁止されている年金の差押え
を行っていますが、許されない行為では
ないですか。

Q

年金の差押えは一定の制限がある
ものの、手続きに従っています。

A

9 月 11 日現在、1、2 回目の接種
率 は 約 83 ％、3 回 目 の 接 種 率 は

約 68％です。４回目の接種について
は、60 歳以上の方、基礎疾患を有する
方、医療従事者等が対象で、接種率は
約 31％です。

A

減少傾向にあるが、まだ油断せずに

先日の国民健康保険会計決算の審査の際に、
年金受給者の滞納している国民健康保険料

差押えの日について確認したところ、年金支給
日と答えました。年金は差押禁止債権ではあり
ませんか。

Q

全てを禁止されてはいません。滞納者の一
人一人について事情を検討して、まず差押

えをして、その後、当人と相談しながら配当な
ど行っています。

A

第７波はピークアウトしましたか。感染者
数の状況はどうですか。

Q

年金支給振込から10日間の猶予を

感染状況について、国や県と同様に第７波
の感染が拡大し、7 月は 1030 名、8 月は

3376 名と急増しています。8 月 15 日からの 1
週間の感染者数が最も多く 917 名、その後は
徐々に減少し、9 月 5 日からの 1 週間の感染者
数は 291 名と減少傾向にありますが、まだま
だ予断を許さない状況です。

A

これからの季節、インフルエンザワクチン
と新型コロナウイルスワクチンの接種間隔

はどの程度ですか。情報の発信も大事であり、
どう進めていきますか。

Q

国税庁の通達では、通帳預金等の差押えは
年金支給日から 10 日間程度の間隔を置い

た上で行うとしています。この通達は守らなく
てもよいのですか。

Qインフルエンザ等の接種間隔は、7 月 22
日の厚生労働省の審議会で同時接種が可能

となりました。市広報、ホームページ、医療機
関でのポスター等により市民への周知を図る予
定です。

A

公共料金の差押えは国税徴収法によりま
す。お示しの通達は国税庁が各国税局に当

てたもので本市には来ていません。徴収できる
ものは徴収していきます。

A

【今回の一般質問】
・新型コロナウイルス感染症
・サニタリーボックスの設置
・学校外でのタブレット使用
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【今回の一般質問】
・藤田市長の政治姿勢
・新型コロナ感染への取組み

年金支給日の滞納
債権差押えは中止
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《表紙の説明》　みんなでこれだけ沢山の芋を取ったよ～！と青空の下、昨年の秋、七日町
のほ場で芋掘り体験をした園児たちの姿です。今年も実りの秋を迎えて、市内のあちらこ
ちらで、子どもたちの元気な声が響き渡っていることでしょう。

発行　山陽小野田市議会／編集　広報特別委員会／〒756-8601 山陽小野田市日の出一丁目 1 番 1 号
☎ 82-1182 ／ホームページ https://www.city.sanyo-onoda.lg.jp/site/sigikai/ ／発行日 令和 4年11月15日

　季節外れの暑さが続きましたが、一転し
て一気に初冬に迫るほどの肌寒さとなり、
体への負担が心配な季節になりました。新
型コロナウイルスはいまだ油断ならない状
況が続いていますが、この冬は、水際対策
の緩和によりインフルエンザとの同時流行
の危険性がかなり高まっています。また、
この時期は、「秋バテ」による体調不良も
あるので、体調管理を心がけ、引き続き感
染予防の徹底をお願いします。
◎広報特別委員会
委員長 森 山 喜 久 副委員長 福 田 勝 政
委 員 大井淳一朗 委 員 奥　 良 秀
委 員 笹 木 慶 之 委 員 中 岡 英 二
委 員 宮 本 政 志

　会期日程は、諸事情により変更される場

合があります。ご了承ください。

令和 4 年 9 月定例会 議決結果
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令和 3 年度山陽小野田市一般会計

歳入歳出決算認定について
認定 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

令和 3 年度山陽小野田市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

認定 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

令和 3 年度山陽小野田市介護保険

特別会計歳入歳出決算認定について
認定 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

令和 3 年度山陽小野田市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

認定 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

令和 4 年度山陽小野田市一般会計

補正予算（第 5 回）について
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

○：賛成　×：反対　―：棄権又は欠席　

髙松秀樹議員は議長であるため賛否の結果はありません。

岡山明議員は監査委員であるため決算認定の採決には加わりません。

月　日 本会議

12 月   1 日㈭ 議案上程・説明

12 月   7 日㈬ 一般質問

12 月   8 日㈭ 一般質問

12 月   9 日㈮ 一般質問

12 月 12 日㈪ 一般質問

12 月 13 日㈫ 一般質問

12 月 20 日㈫ 質疑・討論・採決

本会議の日程

 12 月定例会会期日程（予定）お知
らせ

編集室より

◎賛否の分かれた議案の議決結果 ←全議案の審議結果は、ホームページに

　掲載しています。


